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表 紙 の 写 真
　スカイフェスタ2019が９月29日、いわて花巻空港で開催されました。小型飛行機の展示や特殊車両の乗車

体験などが行われ、多くの家族連れや飛行機ファンでにぎわいました。県防災ヘリによる救助デモンストレー

ションでは、上空にとどまる機体から隊員がロープで降下し、傷病人を救助するまでを披露。訓練後は防災

ヘリも展示公開され、隊員やヘリと写真に納まろうと観客が列をつくっていました。

防災ヘリ、隊員と

思い出の１枚
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　本
市
の
平
成
30
年
度
の
決
算
が
９
月

定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　皆
さ
ん
の
大
切
な
税
金
を
も
と
に
運

営
さ
れ
て
い
る
市
政
。
昨
年
度
は
ど
れ

く
ら
い
の
収
入
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な

目
的
に
使
わ
れ
て
い
た
の
か
。
決
算
の

概
要
と
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　平
成
30
年
度
に
一
般
会
計
に
入
っ
た

お
金
（
歳
入
）
は
５
０
０
億
１
５
４
５
万

円
。
こ
の
中
か
ら
使
っ
た
お
金（
歳
出
）は

４
８
６
億
７
２
３
４
万
円
で
、
差
し
引
き

額
は
13
億
４
３
１
１
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　歳
入
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
自

主
財
源
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
市
税

は
３
７
７
９
万
円（
０
・
３
㌫
）増
加
。
依

存
財
源
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
地
方

交
付
税
は
７
億
４
９
５
３
万
円
（
５
・
２

㌫
）減
少
し
ま
し
た
。
歳
入
全
体
で
は
、

９
億
１
０
２
６
万
円（
１
・
８
㌫
）減
少
し

ま
し
た
。

　歳
出
全
体
を
性
質
別
で
前
年
度
と
比
較

す
る
と
、
義
務
的
経
費
は
、
臨
時
福
祉
給

付
金
の
終
了
に
伴
う
扶
助
費
の
減
少
な
ど

で
３
億
８
７
８
万
円（
１
・
４
㌫
）減
少
。

投
資
的
経
費
は
、
総
合
花
巻
病
院
移
転

整
備
支
援
事
業
費
や
私
立
保
育
園
の
施

金
、
日
本
ワ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

に
伴
う
実
行
委
員
会
負
担
金
な
ど
の
増

加
に
よ
り
、
２
億
７
２
６
２
万
円（
１
・
４

㌫
）増
加
し
ま
し
た
。
歳
出
全
体
で
は
、

２
億
９
２
６
１
万
円（
０
・
６
㌫
）減
少
し

ま
し
た
。

　今
後
も
、
事
業
の
優
先
度
・
緊
急
度
を

見
極
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
活

用
し
な
が
ら
、
戦
略
的
・
重
点
的
な
施
策

展
開
を
図
り
ま
す
。

設
整
備
支
援
事
業
費
な
ど
が
増
加
し
た
も

の
の
湯
口
中
学
校
校
舎
や
大
迫
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
事
業
完
了
に
伴
う
普
通

建
設
事
業
費
の
減
少
で
２
億
５
６
４
５
万

円（
３
・
４
㌫
）減
少
し
ま
し
た
。
そ
の
他

経
費
は
、
小
中
学
校
に
お
け
る
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
強
化
や
校
内
に
お
け
る

情
報
共
有
の
効
率
化
を
図
る
学
校
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
、
市
民
の
生
活
交
通
の
確

保
を
目
的
と
し
た
バ
ス
運
行
事
業
補
助

分野 事業名 金額
（単位：万円） 事業内容

し
ご
と

花巻クラフトワイ
ン・シードルブラン
ド化推進事業

1,968
ワイン・シードル産地の形成と認知度向上を図るた
め、醸造志向者に対する支援やワインツーリズムな
どを実施しました

産業団地整備事業 １億1,954
二枚橋地区の新たな産業用地整備のため、用地を取
得しました。また、企業立地の可能性についての調
査を実施しました

暮
ら
し

橋梁
りょう

整備事業
 3億4,581  

（1億　944）
市道利用者が安全で快適に利用できる道路網を構築する
ため実施していた豊沢橋の架け替えが完了しました

総合花巻病院移
転整備支援事業

8億2,875
（2億2,875）

地域医療の中核を担う総合花巻病院の移転整備事業
の実現に向けた支援を実施しました
※決算額のうち６億円は市単独補助、2億2,875万円は立
地適正化計画に基づく国の補助事業を活用した補助です

道の駅整備事業 １億　993

道の駅を核とした地域連携強化を図り、道路利用者
に安全で快適な交通環境を提供するため、西南地域
への道の駅整備に向けて実施設計や用地取得を実施
しました

花巻スマートイン
ターチェンジ整備
調査事業

994
東北縦貫自動車道花巻パーキングエリアを候補場所
としてスマートインターチェンジの整備の必要性な
どを検討しました

人
づ
く
り

大迫中学校校舎
改築事業

3億　653
（2億3,209）

安全・快適な学習環境を整備するため、学校の適正規
模を見直した上で、老朽化した大迫中学校の校舎を
改築しました

保育施設環境整
備支援事業

3億8,269
適正な保育環境を確保するため、私立保育施設４園
の整備費に対し支援しました

保育所保育環境
充実事業

7,009
安全安心な保育環境を保つため、公立西公園保育園
の増設を行ったほか、各公立保育園の環境整備を実
施しました

中学生・高校生等
医療費助成事業

584
小学生までとしていた医療費助成制度の対象を中学
生、高校生などまで拡充。子育て世帯の経済的負担
を軽減しました

地
域
づ
く
り

東 和 コ ミ ュ ニ
ティセンター整
備事業

2億　694 
（2,646）

東和地域の地域づくり活動などの拠点となる東和コ
ミュニティセンターの新築に着手しました

■平成 30 年度の主な事業

※金額のうちカッコ書きの数値は、前年度予算から繰り越された事業の決算額です

一
般
会
計

平成30年度

決算・財政状況
をお知らせします

3 2019（R1）.10.15

項目
30年度

（単位：万円）
構成比 増減額 増減率

自
主
財
源

市税 113億2,138 22.6％ 3,779 0.3％

繰
越
金
な
ど

繰越金 19億6,076 3.9％ △1,945 △1.0％

繰入金 14億4,420 2.9％ △4,870 △3.3％

諸収入 9億6,254 1.9％ △4,793 △4.7％

使用料及び手数料 6億9,499 1.4％ 2,031 3.0％

分担金及び負担金 5億2,502 1.0％ 1,186 2.3％

寄附金 1億9,285 0.4％ 3,079 19.0％

財産収入 1億3,065 0.3％ △3億2,574 △71.4％

小　計 172億3,239 34.5％ △3億4,107 △1.9％

依
存
財
源

地方交付税 137億8,302 27.6％ △7億4,953 △5.2％

国庫支出金 63億9,343 12.8％ 5,090 0.8％

市債 58億5,730 11.7％ 2億1,860 3.9％

県支出金 38億1,366 7.6％ △2億  470 △5.1％

そ
の
他

地方消費税交付金 18億1,044 3.6％ 1億　567 6.2％

地方譲与税 8億5,009 1.7％ 952 1.1％

自動車取得税交付金 1億5,150 0.3％ 879 6.2％

地方特例交付金 5,259 0.1％ 806 18.1％

配当割交付金 1,700 0.0％ △397 △18.9％

株式等譲渡所得割交付金 1,579 0.0％ △842 △34.8％

交通安全対策特別交付金 1,360 0.0％ △117 △7.9％

利子割交付金 1,307 0.0％ △183 △12.3％

ゴルフ場利用税交付金 1,157 0.0％ △111 △8.7％

小　計 327億8,306 65.5％ △5億6,919 △1.7％

合　計 500億1,545 100.0％ △9億1,026 △1.8％

【歳入決算額内訳】

※端数処理の関係で構成比の計は各項目の積み上げと一致しない場合があります

項目
30年度

（単位：万円）
構成比 増減額 増減率

義
務
的
経
費

人件費 81億8,409 16.8％ 1億3,002 1.6％

扶助費 81億2,805 16.7％ △2億6,794 △3.2％

公債費 54億5,223 11.2％ △1億7,086 △3.0％

元金 51億3,835 10.6％ △1億2,469 △2.4％

利子 3億1,388 0.6％ △4,617 △12.8％

小　計 217億6,437 44.7％ △3億　878 △1.4％

投
資
的
経
費

普通建設事業費 70億5,691 14.5％ △2億6,749 △3.7％

災害復旧事業費 1億2,968 0.3％ 1,104 9.3％

小　計 71億8,659 14.8％ △2億5,645 △3.4％

そ
の
他
の
経
費

物件費 63億1,493 13.0％ 3億2,051 5.3％

補助費等 57億8,445 11.9％ 2億3,154 4.2％

繰出金 35億5,330 7.3％ △5億6,133 △13.6％

そ
の
他

積立金 19億　324 3.9％ 3億7,530 24.6％

投資及び出資貸付金 12億3,776 2.5％ 3億5,443 40.1％

維持補修費 9億2,770 1.9％ △4億4,783 △32.6％

小　計 197億2,138 40.5％ 2億7,262 1.4％

合　計 486億7,234 100.0％ △2億9,261 △0.6％

【歳出決算額内訳】

※端数処理の関係で構成比の計は各項目の積み上げと一致しない場合があります

＊性質別歳出
　歳出の分類方法は、目的別と性質別があります。前者は、農林水
産業費や教育費など目的ごとに分類したもので、後者は、人件費や
普通建設事業費、物件費など性質ごとに分類したものです。

用
語
解
説（
歳
入
関
係
）

▲

自主財源・依存財源／市税や施設使用料
など、市が自らの収入とすることができる
財源が「自主財源」。地方交付税、国庫・
県支出金など、国や県から交付される財源
と借入金が「依存財源」。

▲

地方交付税／
市の行政需要と財政力に応じて、国から交
付されるお金

▲

国庫支出金・県支出金／事
業の財源として使い道が特定された、国や
県から交付されるお金

▲

市債／事業を行う
ために、市が国や金融機関から借りるお金

用
語
解
説（
歳
出
関
係
）

▲

義務的経費／人件費など、支出すること
が制度的に義務付けられている経費

▲
投資

的経費／道路や学校など、将来的に残るも
のに対する経費

▲

扶助費／社会保障制度の
一環として、児童・高齢者・障がい者・生
活困窮者などへの支援に要する経費

▲

公債
費／過去に借りたお金を返すための経費

▲

物件費／施設の光熱水費や各種委託料など
の経費

▲

繰出金／一般会計から特別会計へ
支出する経費

▲
補助費等／事務組合や各種

公益団体に対する補助金などの経費

歳入 500 億 1,545 万円

歳出 486 億 7,234 万円

平成30年度決算・財政状況/【問い合わせ】 本館財政課（☎24-2111内線229・297）
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五
つ
の
特
別
会
計
の
決
算

　市
の
会
計
に
は
、
一
般
会
計

と
は
別
に
、
特
定
の
収
入
で
特

定
の
支
出
を
賄
う「
特
別
会
計
」

が
あ
り
ま
す
。

　こ
の
特
別
会
計
は
、
事
業
の

収
支
を
明
確
に
す
る
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
会
計
で
決
算
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険

　加
入
者
が
納
め
る
国
民
健
康

保
険
税
や
県
か
ら
の
交
付
金
な

ど
を
主
な
財
源
と
し
て
、
医
療

給
付
や
各
種
保
健
事
業
を
実

施
。
平
成
30
年
度
の
被
保
険
者

は
１
万
９
８
６
４
人
で
前
年
度

と
比
較
し
て
８
４
３
人（
４
・
１

㌫
）減
少
し
ま
し
た
。

　市
が
支
払
う
保
険
給
付
費
は

62
億
２
１
６
２
万
円
で
、
前
年

度
と
比
較
し
て
38
万
円（
０
・
１

㌫
）減
少
し
ま
し
た
。

■
後
期
高
齢
者
医
療

　後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
や

市
の
負
担
金
を
主
な
財
源
と
し

て
、
各
種
申
請
や
届
け
出
の
受

け
付
け
、
保
険
料
の
徴
収
な
ど

を
行
い
ま
し
た（
事
務
は
、
運

営
主
体
で
あ
る
岩
手
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
と
分
担
し

て
い
ま
す
）。

　平
成
30
年
度
の
被
保
険
者
は

１
万
７
５
７
１
人
で
、
前
年
度

と
比
較
し
て
１
５
２
人（
０
・
９

㌫
）増
加
し
ま
し
た
。

　市
が
支
払
う
医
療
給
付
費

相
当
額
は
10
億
２
１
３
２
万

円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て

５
４
２
０
万
円（
５
・
６
㌫
）
増

加
し
ま
し
た
。

■
介
護
保
険

　介
護
保
険
料
や
国
・
県
・
市
の

負
担
金
な
ど
を
主
な
財
源
と
し

て
、
介
護
給
付
や
総
合
事
業
に

お
け
る
介
護
予
防
・
生
活
支
援

な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　平
成
30
年
度
末
の
65
歳
以
上

の
高
齢
者
は
３
万
２
１
４
８

人
、
本
市
の
人
口
に
占
め
る
割

合
は
33
・
７
㌫
と
な
り
、
前
年

度
と
比
較
し
て
０
・
５
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
要
介
護
な
ど
の
認
定
者

６
３
５
９
人
の
う
ち
、
５
１
２
９

人（
80
・
７
㌫
）が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
ま
し
た
。

　

　市
が
支
払
う
保
険
給
付
費
は

94
億
３
０
８
２
万
円
で
、
前
年

度
と
比
較
し
て
１
億
７
６
８
万

円
増
加
し
ま
し
た
。

■
公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業

　施
設
使
用
料
や
売
上
高
に
応

じ
た
使
用
料
を
主
な
財
源
と
し

て
、
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
運

営
し
ま
し
た
。

　生
鮮
食
料
品
の
安
定
供
給
に

努
め
、
青
果
物
６
１
５
６
㌧
、

水
産
物
１
７
５
４
㌧
の
取
扱
高

が
あ
り
ま
し
た
。

■
汚
水
処
理
事
業

　公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排

水
の
集
合
処
理
区
域
を
除
く
地

域
を
対
象
と
し
て
、
戸
別
浄
化

槽
を
51
基
設
置
す
る
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
区
域
に
即
し
た
汚
水

処
理
方
法
で
水
洗
化
を
促
進
し

ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業

　平
成
30
年
度
か
ら
農
業
集
落

排
水
事
業
を
下
水
道
事
業
会
計

に
移
行
し
、
公
共
下
水
道
事
業

と
一
体
的
に
管
理
し
て
い
ま
す
。

　公
共
下
水
道
事
業
は
、
下
水

道
使
用
料
を
主
な
財
源
と
し
て

維
持
管
理
を
行
い
、
ま
た
、
国

補
助
金
な
ど
を
主
な
財
源
と
し

て
下
水
道
施
設
の
整
備
を
行
い

ま
し
た
。

　

　平
成
30
年
度
は
、
山
の
神
地

区
や
湯
本
地
区
な
ど
４
地
区
で

排
水
管
の
布
設
工
事
を
行
い
、

下
水
道
整
備
区
域
を
拡
大
し
ま

し
た
。
ま
た
、
下
水
道
整
備
を

終
え
た
区
域
内
で
水
洗
化
の
促

進
に
努
め
た
結
果
、
水
洗
化
率

は
84
・
９
㌫
と
な
り
ま
し
た
。

　農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
農

業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
を
主

な
財
源
と
し
て
維
持
管
理
を
行

い
、
ま
た
、
県
の
補
助
金
を
主

な
財
源
と
し
て
処
理
場
の
設
備

更
新
を
行
い
ま
し
た
。

　農
業
集
落
排
水
施
設
は
、
市

内
農
村
部
14
地
区
で
汚
水
処
理

を
行
っ
て
お
り
、
全
て
の
地
区

で
整
備
が
完
了
し
、
供
用
し
て

い
ま
す
。

　供
用
区
域
内
で
水
洗
化
に
努

め
た
結
果
、
水
洗
化
率
は
85
・

８
㌫
と
な
り
ま
し
た
。

会計名 歳　入 歳　出 差引残額

国民健康保険 89 億 8,483 89 億 8,009 474

後期高齢者医療 20 億 8,731 20 億 8,598 133

介護保険 105 億 6,893 102 億 1,996 3 億 4,897

公設地方卸売市場事業 6,449 6,302 147

汚水処理事業 2億 3,776 2 億 3,176 600

合　計 219 億 4,332 215 億 8,081 3 億 6,251

【特別会計決算の総括表】

項　目 公共下水道事業 農業集落排水事業

収益的
収支

（税抜き）

収入 24 億　911 10 億 8,249

支出 23 億 6,326 10 億 5,809

純利益 4,585 2,440

資本的
収支

（税込み）

収入 18 億 2,384 4 億 6,470

支出 25 億 8,233 8 億 7,953

不足分（※） 7億 5,849 4 億 1,483

【下水道事業会計決算の状況】

※不足分は、当年度分の留保資金などから補てん

（単位：万円）

特
別
会
計

公
営
企
業
会
計

（単位：万円）
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全
項
目
で
健
全
化
基
準
を

ク
リ
ア

　財
政
状
況
が
良
好
か
ど
う
か

を
示
す
指
標
に
、
財
政
健
全
化

判
断
比
率（
４
分
類
）と
資
金
不

足
比
率
が
あ
り
ま
す
。

　国
が
示
す
こ
の
指
標
の
判
断

基
準
に
よ
り
、
市
の
財
政
が▲

健
全
団
体▲

早
期
健
全
化
団
体

（
要
注
意
状
態
）▲

財
政
再
生
団

体（
破
た
ん
状
態
）―
の
い
ず
れ

の
状
態
に
あ
る
か
、
ま
た
各
会

計
の
経
営
が
ど
う
い
う
状
態
に

な
っ
て
い
る
の
か
を
判
断
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　こ
の
指
標
の
う
ち
一
つ
で
も

基
準
値
以
上
に
な
っ
た
場
合

借
金
は
減
少
、
貯
金
は
増
加

財
政
の
健
全
化
を
推
進

　本
市
全
体
の
地
方
債（
借
金
）

の
平
成
30
年
度
末
現
在
高
は
、

前
年
度
末
と
比
べ
、
お
よ
そ

４
億
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　一
方
、
主
な
基
金（
貯
金
）の

平
成
30
年
度
末
現
在
高
は
、
前

年
度
と
比
べ
、
お
よ
そ
５
億
円

増
加
し
て
い
ま
す
。

は
、
そ
れ
ぞ
れ
法
で
定
め
ら
れ

た
計
画
の
策
定
を
行
い
、
財
政

の
健
全
化
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　本
市
で
は
、
基
準
値
を
超
え

る
項
目
は
な
く
、
財
政
状
況
は

健
全
で
あ
る
と
言
え
ま
す
が
、

今
後
も
引
き
続
き
無
駄
の
な
い

財
政
運
営
に
努
め
、
一
層
の
財

政
の
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

財
政
状
況

区　分 花巻市
早期健全化

基準
財政再生

基準

実質赤字比率 ―  ㌫ 11.91 ㌫ 20 ㌫

連結実質赤字比率 ―  ㌫ 16.91 ㌫ 30 ㌫

実質公債費比率 9.5  ㌫ 25 ㌫ 35 ㌫

将来負担比率 91.2  ㌫ 350 ㌫

会計名 花巻市 経営健全化基準

公設地方卸売市場事業 ― ㌫ 20 ㌫

汚水処理事業 ― ㌫ 20 ㌫

【財政健全化判断比率】

【資金不足比率】
注 １…表中、各基準

は国が示した数値
です

注 ２…赤字額、資金
不足がない場合
は、「－㌫」で表し
ています

用
語
解
説

▲

実質赤字比率／普通会計（一般会計など）の赤字比率

▲

連
結実質赤字比率／市の全ての会計（普通会計・特別会計・公
営企業会計）を含めた赤字比率

▲

実質公債費比率／市の全て
の会計に一部事務組合などの会計を含めたもので、公債費の
財政負担を見るための比率

▲

将来負担比率／市のすべての会
計と一部事務組合などの会計に第３セクターなどの会計を含
めたもので、普通会計が将来、財政負担する実質的な負債（借
入金残高など）をみるための比率

▲

資金不足比率／特別会計
などの事業の規模に対する資金不足額の比率

■地方債（借金）現在高の推移
※一般会計と特別会計・公営企業会計の合計額

■主な基金（貯金）現在高の推移
※財政調整基金、減債基金、まちづくり基金の合計額

1,095
億円

979
億円

983
億円

985
億円

995
億円

1,100

1,050

1,000

950

0

983
億円

（億円）

平成 18 平成 26 平成 27 平成 28 平成 29 平成 30

42
億円

139
億円

134
億円

133
億円121

億円

160

120

80

40

0

127
億円

（億円）

平成 18 平成 26 平成 27 平成 28 平成 29 平成 30

（年度末）

（年度末）

▲

決算や財政状況については、本館財
政課へお問い合わせください

▲

平成 30
年度決算書、実施した事業の概要や成
果をまとめた資料は、本館財政課や各
総合支所地域振興課、各市立図書館、
各振興センターに備え付けているほ
か、市ホームページに掲載しています▲

市の職員が予算や決算などの説明に
伺う「ふれあい出前講座」もあります

決算などについて、詳しくは

平成30年度決算・財政状況/【問い合わせ】 本館財政課（☎24-2111内線229・297）

・・・

・・・

・・・

・・・
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昭
和
20
年
８
月
、
広
島
・
長
崎
に
原

子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
未
曽
有
の
惨
劇

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
原
子
爆
弾
投
下
の
惨
劇
を

改
め
て
認
識
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を

若
い
世
代
に
伝
え
、
核
兵
器
の
な
い
平

和
な
世
界
の
実
現
に
向
け
た
意
識
の
醸

成
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
市
は
、
平
成
18
年
３
月
に
「
非
核

平
和
都
市
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。
核
兵

器
の
廃
絶
を
内
外
に
訴
え
る
非
核
平
和

都
市
宣
言
は
、
全
国
で
多
く
の
自
治
体

が
表
明
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
宣
言
の
理
念
を
推
進

し
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
軍
縮
を
願
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

非
核
平
和
学
習
会
を
開
催

　
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
戦
争
の
悲

惨
さ
や
核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
な
ど
を
学

び
、
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
て
も

ら
う
た
め
に「
非
核
平
和
学
習
会
」を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
学
習
会
に
本
年
度
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
の
感
想
文
の
一
部
を
次
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
目
に
映
っ
た
広
島
の

惨
劇
を
通
し
て
、
平
和
の
尊
さ
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
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【対象】 平成28年４月２日～令和元年９月30日に生

まれた子どもがいる世帯の世帯主

【購入引換券の送付】 住民票に記載されている住所

に世帯主宛てに購入引換券を送付済みです

※�令和元年８月１日以降に生まれた子どもがいる世帯

には、10月下旬以降に購入引換券を送付する予定です

＊子育て世帯（商品券購入引換券の交付申請は不要）

■商品券購入引換券交付申請から商品券使用までの流れ

子
育
て
世
帯

非
課
税
世
帯

商�品券購入引換券交付申請書提出方法　申請書に必要事項を記入の上

▲

申請書
に同封されている返信用封筒で郵送

▲

本館１階に設置している専用ポストに
投函

か ん ▲

各総合支所健康福祉係に提出―のいずれかで申請
商品券購入引換券交付申請期限　11月29日（金）
※�対象となる市民税・県民税非課税者には、申請書を７月下旬に送付しています。紛

失した場合など、再発行を希望する人は本館商工労政課にお問い合わせください

商品券
購入引換券が届く

・市民税・県民税非課税者には、申請書記載の住所に購入引換券が届きます
※�子育て世帯には、申請書を提出しなくても住民票記載の住所に世帯主宛てで

購入引換券が届きます

商品券を
購入する

商品券購入期限　令和２年１月31日（金）
商�品券販売場所/時間　

▲

なはんプラザ/午前９時～午後９時（毎月第１水曜日、
年末年始を除く)

▲

イトーヨーカドー花巻店２階サービスカウンター/午前９
時～午後８時

▲

花巻商工会議所本所・各支所/午前８時30分～午後５時（土・日
曜日、祝日、年末年始を除く）

商�品券購入時に必要なもの　

▲

購入引換券

▲

運転免許証やマイナンバーカード
などの公的身分証明書

※�購入引換券は、商品券購入限度額に達するまで繰り返し使用できます。なお、
購入引換券および商品券は再発行できませんので、注意してください

商品券価格　１冊4,000円（500円券10枚つづり5,000円分）
※購入引換券１枚につき５冊まで購入できます

商品券を
使用する

商品券使用期限　令和２年２月29日（土）
商品券使用可能店舗　市内430店舗（9月30日現在）
※�店舗一覧は購入引換券に同封しているほか、市ホームページに掲載しています

対象 流れ 内容

花巻市プレミアム付商品券

商品券購入引換券の交付申請手続きをお急ぎください
　10 月１日からの消費税率引き上げによる影響を緩和するため、市民税・県民税
非課税の方や子育て世帯を対象に「花巻市プレミアム付商品券」を販売しています。

【問い合わせ】�本館商工労政課（☎24-2111内線450）

市民税・県民税非課税の方は

市民税・県民税非課税の対象者の方は、申請書を提出する必要があります

　９月30日現在、対象者18,755人のうち5,626人の約３

割の方が申請しています。

【対象】 令和元年度市民税・県民税（均等割）が課税さ

れていない方

※ �

市民税・県民税が課税されている方に扶養されて

いる方（生計を一にする配偶者、扶養親族など）

や、生活保護の受給者などは対象外

■市民税・県民税非課税者（商品券購入引換券の交付申請が必要）

申請期限は11月29日（金）ですので、お早目に申請してください。商品券購入引換券交付申請書は対象者に

送付しています。紛失した場合など、再発行を希望する場合は本館商工労政課にご連絡ください。

申 請

市民税・県民税
非課税の方

※子育て世帯は不要

花巻市は非核平和都市宣言のまち

平和の尊さを

考えてみませんか

非核平和都市宣言

（平成 18 年３月 13 日議決）

　世界の恒久平和は、人類共通の願い
です。
　しかし、今なお、世界各地では悲惨
な戦争があとをたたず、また、核兵器
の存在が人類の生存と平和に大きな脅
威をもたらしています。
　私たちは、世界で唯一の核被爆国民
として、地球上で二度と核兵器による
惨禍を繰り返さないため、その悲惨さ
を全世界へ訴えていく重要な役割を
担っています。
　花巻市民は、日本国憲法の基本原理
であり、人類共通の願いである恒久平
和に向けて、非核三原則を遵

じゅんしゅ

守し、全
ての核兵器の廃絶と軍縮が推進される
ことを強く願い、ここに「非核平和都
市」を宣言します。

【問い合わせ】

本館総務課（緯 24-2111 内線 219）
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参
加
し
た
い
と
思
っ
た
理
由

は
、
原
爆
ド
ー
ム
を
見
て
み
た

か
っ
た
こ
と
と
、
平
和
の
尊
さ
を

感
じ
て
み
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

広
島
平
和
記
念
資
料
館
で
は
、

原
子
爆
弾
の
レ
プ
リ
カ
や
、
水
を

求
め
て
い
る
人
た
ち
の
絵
、
放

射
線
で
髪
の
毛
が
抜
け
た
り
、

歯
ぐ
き
か
ら
血
を
出
し
て
い
た

り
…
と
放
射
線
の
影
響
は
は
か

り
知
れ
な
く
て
、
わ
た
し
た
ち

は
、
平
和
に
暮
ら
し
す
ぎ
て
い

て
、
戦
争
の
悲
惨
さ
が
友
達
な

ど
は
わ
か
っ
て
い
な
い
と
思
う

の
で
、
今
一
度
友
達
や
家
族
に

も
教
え
よ
う
と
確
信
し
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
会
に
参
加
し
て
よ

か
っ
た
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う

と
、
実
際
に
こ
の
目
で
戦
争
の
悲

惨
さ
な
ど
を
体
感
で
き
た
か
ら
で

す
。
な
の
で
、
今
わ
た
し
た
ち
が

住
ん
で
い
る
世
界
は
も
っ
と
平

和
に
な
っ
て
ほ
し
い
し
、
た
く

さ
ん
の
人
達
に
も
こ
の
つ
ら
さ

や
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
実
感
し
て

も
ら
い
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

花巻小５年

佐藤 清美 さん

　

参
加
す
る
前
、
平
和
に
対
し

て
不
安
が
な
く
生
活
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
参
加
す
る
に

あ
た
り
核
兵
器
や
戦
争
で
一
瞬

に
し
て
平
和
な
生
活
が
壊
さ
れ

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
実
際
に
自
分
の
目
で
見
て

学
習
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

資
料
館
で
は
、
破
れ
た
服
や

亡
く
な
っ
た
人
の
写
真
な
ど

想
像
で
き
な
い
展
示
物
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
一
瞬
で

こ
の
よ
う
な
状
況
に
し
て
し

ま
う
核
兵
器
の
お
そ
ろ
し
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

僕
の
周
り
に
は
、
戦
争
を
体
験

し
た
人
が
い
ま
せ
ん
。
ま
す
ま
す

悲
惨
な
出
来
事
を
語
り
継
ぐ
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
、
学
ん
で
き
た
こ
と
を
家

族
や
友
達
、
周
り
の
人
達
に
伝

え
、
平
和
な
生
活
が
続
く
よ
う
に

願
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

笹間第二小６年

鈴木 聖悠 さん

　

資
料
館
に
は
、
実
際
に
着
て

い
た
服
や
使
わ
れ
て
い
た
三

輪
車
が
展
示
し
て
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
を
見
た
時
あ
ま
り
に

も
ボ
ロ
ボ
ロ
す
ぎ
て
、
一
つ
の

原
子
爆
弾
で
こ
ん
な
風
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
に
び
っ
く
り
し

て
、
言
葉
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
傷
つ
い
た
人
々
の

写
真
の
展
示
も
印
象
的
で
し

た
。
放
射
能
で
体
に
斑
点
が
で

き
た
人
や
、
熱
風
で
体
に
大
き

な
や
け
ど
を
負
っ
た
人
の
写
真

を
目
に
し
て
、
こ
れ
が
本
当
に

日
本
で
起
こ
っ
た
こ
と
な
の
か

と
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
二
日
間
は
、
自
分
の
命

が
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、

平
和
に
つ
い
て
考
え
、
平
和

と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ぼ
く
に
と
っ
て
忘
れ

ら
れ
な
い
二
日
間
で
し
た
。

若葉小５年

熊谷 湊太 さん

　

私
は
、
原
爆
が
落
と
さ
れ
た

こ
と
は
知
っ
て
い
た
け
れ
ど
、

あ
ま
り
戦
争
の
こ
と
は
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、
実
際

に
自
分
の
目
や
耳
で
戦
争
の
怖

さ
や
悲
惨
さ
を
感
じ
取
り
、
平

和
の
大
切
さ
に
つ
い
て
知
り
た

か
っ
た
た
め
、
今
回
「
非
核
平

和
学
習
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

何
の
罪
も
な
い
多
く
の
人
の
命

を
奪
う
戦
争
は
、
悲
し
み
し
か
生

み
ま
せ
ん
。
二
度
と
争
い
事
の

な
い
平
和
な
世
界
に
な
っ
て
欲

し
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

私
は
、
自
分
の
意
見
を
し
っ
か

り
持
ち
つ
つ
も
、
相
手
の
意
見

を
尊
重
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に

い
る
心
を
大
切
に
し
た
い
で
す
。

矢沢小６年

菅原 胡子 さん

　

原

子

爆

弾

は

一

瞬

に

し

て
、
尊
い
人
の
命
も
大
切
な

広
島
の
町
ま
で
、
全
て
破
壊

す
る
も
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。

　

平
和
記
念
式
典
で
は
、
被
爆

者
の
二
度
と
地
獄
は
見
た
く
な

い
と
い
う
声
と
、
ノ
ー
モ
ア
ヒ

ロ
シ
マ
ナ
ガ
サ
キ
と
い
う
言
葉

を
聞
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

平
和
へ
の
誓
い
が
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
誓
い
の
一
部
で
す
。

　

「
昭
和
20
年
８
月
６
日
、

あ
の
日
か
ら
、
血
で
そ
ま
っ

た
川
、
が
れ
き
の
山
、
皮
ふ

が
は
が
れ
た
人
、
た
く
さ
ん

の

死

体

。

こ

れ

は

大

好

き

な
町
の
悲
惨
な
過
去
で
す
」

　

ぼ
く
は
、
あ
ら
た
め
て
、
全

世
界
か
ら
核
爆
弾
、
原
子
爆
弾

を
な
く
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

矢沢小５年

菊池 玄 さん

　

僕
が
今
回
、
非
核
平
和
学

習
会
に
参
加
し
た
動
機
と
し

て
、
戦
争
は
、
人
間
が
起
こ
し

て
し
ま
う
非
常
に
残
酷
な
行
い

で
あ
り
、
そ
れ
を
事
前
に
防
ぐ

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
と

い
う
こ
と
を
実
際
に
広
島
に
行

き
、
学
び
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

平
和
記
念
式
典
の
中
で
、
子

ど
も
代
表
の
６
年
生
の
２
人
が

「
「
あ
り
が
と
う
。
」
や
「
ご
め
ん

ね
。
」
の
言
葉
で
認
め
合
い
許
し
合

う
こ
と
、
寄
り
そ
い
、
助
け
合

う
こ
と
、
相
手
を
知
り
、
違
い

を
理
解
し
よ
う
と
努
力
す
る
こ

と
。
自
分
の
周
り
を
平
和
に
す

る
こ
と
は
、
私
た
ち
子
ど
も
に

も
で
き
る
こ
と
で
す
。
」
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
僕
は
、
戦
争
を

防
ぐ
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か

と
い
う
疑
問
の
答
え
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
、
非
核
平
和
学
習
会
に
参

加
し
て
、
こ
の
よ
う
に
戦
争
の
悲

惨
さ
を
多
く
の
人
達
に
伝
え
て

い
く
こ
と
が
平
和
に
つ
な
が
る

方
法
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

湯口小６年

髙橋 一磨 さん

　

私
が
応
募
し
た
理
由
は
、

戦
争
は
と
て
も
こ
わ
い
も
の

だ
と
聞
い
て
い
た
け
れ
ど
、

目
で
見
て
感
じ
、
ど
れ
だ
け

戦
争
が
こ
わ
い
こ
と
な
の
か

知
り
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

私
は
、
広
島
平
和
記
念
資
料
館

へ
行
き
、
戦
争
は
ど
ん
な
に
こ
わ

い
も
の
な
の
か
、
ど
れ
だ
け
た
く

さ
ん
の
人
が
ま
き
こ
ま
れ
、
命
を

落
と
し
た
の
か
を
見
て
き
ま
し

た
。
こ
わ
す
ぎ
て
目
を
そ
ら
し
て

し
ま
う
写
真
も
あ
り
ま
し
た
。
も

し
ま
た
あ
の
よ
う
な
戦
争
が
始

ま
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
ど
う
な

る
の
だ
ろ
う
、
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
核
戦
争
の
な
い
平

和
な
世
界
に
す
る
た
め
に
、

今
、
被
爆
者
は
ど
の
よ
う
な

思
い
で
い
る
か
考
え
、
許
し

合
い
、
相
手
を
理
解
し
よ
う

と
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

花巻小５年

晴山 莉衣 さん

　

広
島
平
和
記
念
資
料
館
で
、

同
い
年
く
ら
い
の
子
ど
も
の
服

と
そ
の
子
ど
も
の
名
前
を
見
た

時
に
、
と
て
も
こ
わ
く
て
、
つ

ら
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し

た
。
戦
争
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ

う
な
悲
惨
な
こ
と
が
起
こ
ら
な

か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

広
島
の
悲
惨
な
過
去
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
私
の
家
族
や
友

達
、
次
の
世
代
や
世
界
の
人
々

に
伝
え
て
い
く
こ
と
、
ま
た
、

こ
の
学
習
会
で
学
ん
で
き
た

こ
と
や
、
感
じ
た
こ
と
を
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
戦
争
や
核
兵
器
で
苦

し
む
人
が
な
く
な
る
よ
う
な
平

和
な
世
の
中
を
つ
く
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

八幡小６年

佐々木 かえら さん

　

私
は
、
８
月
５
日
と
６
日

に
「
非
核
平
和
学
習
会
」
に
参

加
し
、
広
島
に
行
き
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
方
々
が
核
兵
器

を
な
く
す
よ
う
に
訴
え
て
い

る
の
に
、
な
ぜ
ま
だ
た
く
さ

ん
の
核
兵
器
が
作
ら
れ
る
の

か
と
、
私
は
疑
問
に
思
い
ま

す
。
数
秒
で
奪
わ
れ
た
命
が
か

わ
い
そ
う
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。

　

私
が
行
っ
た
広
島
は
、
豪
雨
な

ど
で
大
き
な
被
害
も
あ
り
ま
し

た
。
で
も
そ
れ
は
、
自
然
災
害
で

す
。
戦
争
は
、
人
間
の
手
で
起
こ

さ
れ
た
も
の
で
す
。
だ
か
ら
戦
争

は
、
防
げ
る
は
ず
で
す
。
ま
た
、

被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
広
島

に
行
っ
た
こ
と
の
な
い
方
に
は

も
ち
ろ
ん
、
次
の
世
代
へ
と
平

和
の
よ
さ
と
戦
争
の
こ
わ
さ
を

伝
え
、
広
島
の
こ
と
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

矢沢小５年

佐々木 覇奈 さん

非核平和学習会
　８月５日・６日の２日間、市内小学校から９人
を広島市に派遣しました。平和記念資料館や平和
記念公園の見学、平和記念式典への参列を通して、
非核平和への思いを新たにしました。

た
く
さ
ん
捧
げ
ら
れ
て
い
る
折

り
鶴
を
見
学
す
る
子
ど
も
た
ち

【問い合わせ】 本館総務課（緯 24-2111 内線 219）

※�掲載している感想は、この学習会に参加した児童が書いた感想文の抜粋

（原文ママ）です。全文は文集に取りまとめ本館総務課に備え付けている

ほか、市ホームページに掲載しています
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地域課題の解決と
　活力に満ち安心して暮らせるまちへ

　市は、市内27のコミュニティ地区に対し、地域課題

の解決や特色あるまちづくりに活用できる「地域づく

り交付金」を交付しています。昨年度の地域づくり交

付金の収支と、各コミュニティの特色ある活動につい

て紹介します。

繰越金
0.2％

人件費
13.1％

事務費
10.1％

工事・整備費
22.0％

維持管理費
8.3％備品費

5.9％

その他
4.0％

生涯学習事業
10.1％

団体補助事業
10.3％

その他（広報・
行事開催事業等）

16.0％
繰越金
0.2％

運営費
23.2％

ハード事業費
40.2％

ソフト事業費
36.4％

コミュニティ会議

活動紹介

市長寿福祉課協力の下、さま
ざまな健康講座を複数回開
催。体力の向上と介護予防に
取り組んでいます。

日居城野地区コミュニティ会議

花北地区文化祭で、地域や振
興センターで活動している
サークル団体などのステージ
発表会を初開催しました。

花北地区コミュニティ協議会

運動会を通じて地区住民が世
代を超えて絆と交流を深め、
まちづくりへの参加意欲を高
めました。

花巻中央地区コミュニティ会議

地域の特色や課題について情
報共有し交流を図るため、２
地区以上の町内会による意見
交換会を実施しました。

花西地区まちづくり協議会

南城中生徒の創造力を育む機
会として講演会を開催。冬季
五輪金メダリストの三ヶ田礼
一さんを講師に迎えました。

花南地区コミュニティ会議

釜石市の復興住宅自治会との
交流会を開催。本年度は春日
流鍋倉鹿踊りを披露し、親交
を深めました。

湯口地区コミュニティ会議

ワークショップ形式の意見交
換会を実施。湯本地区の今後
やコミュニティ会議のあり方
などを考えました。

湯本地区コミュニティ会議

運営費 47,150
人件費 26,680
事務費 20,470

ハード事業費 81,830
工事・整備費 44,730

道路舗装 4,463
道路側溝（ふたかけなど） 8,419
街路灯・防犯灯設置 7,002
カーブミラー設置 3,331
ＡＥＤ設置 747
除雪機整備 1,890
ゴミ集積所設置 3,750
公民館等改修 8,337
看板等設置 2,979
防災保管庫等整備 2,267
景観等整備 1,545

維持管理費 17,001
街路灯等電気料 2,714
街路灯等修繕 14,287

備品費 11,931
公民館等備品 8,982
防災用備品 2,949

その他 8,168
ソフト事業費 73,899

生涯学習事業 20,470
団体補助事業 20,977
その他（広報・行事開催事業等） 32,452

繰越金 334
支出合計 203,213

【支出】

平成30年度地域づくり交付金 201,616
繰越金 260
自主財源等 1,337
収入合計 203,213

【収入】 （単位：千円）

平成30年度地域づくり交付金使途の割合と収支内訳

　各地区では、交付金

の使い方について話し

合い、住みよいまちづ

くりに生かしていま

す。

　その活動の一部を紹

介します。
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胡四王史談会と共催で歴史探
訪講座を開催。世界遺産・平
泉方面に29人が参加し、好評
を得ました。

矢沢地域振興会

宮野目地区出身の筑前琵琶演
奏者・宇佐美周子さんによる
教養講演会「～筑前琵琶の夕
べ～」を開催しました。

宮野目コミュニティ会議

交通弱者の移動手段として、
太田相乗りタクシーを運行。
10月からは「西南地域予約乗
合バス」に移行します。

太田地区振興会

地域の将来を語り合える仲間
たちが集う「笹間若手企画会
議」の活動が開始。新しい風
として期待されます。

笹間地区コミュニティ会議

大迫中新校舎を会場に、神楽
の伝承活動をしている大迫高
と葛巻高が神楽共演する鑑賞
会を開催しました。

大迫地区コミュニティ振興会

実行委員会を組織し夏祭りを
開催。流しそうめんやカラオ
ケ大会、大抽選会などで老若
男女を問わず楽しみました。

内川目コミュニティ会議

花材の中から好きな物を選
び、オリジナルのハーバリウ
ムを作る「ハーバリウム作り
体験」を実施しました。

外川目地区コミュニティ会議

地区内史跡巡りを実施し、亀
ケ森の先人に思いをはせなが
ら、地域の歴史や文化財につ
いて学びました。

亀ケ森地区コミュニティ会議

いきいき健康づくり教室とし
て恒例の「グラウンドゴルフ
特別教室」を実施。地区民の
健康増進を図りました。

好地地区まちづくり委員会

女性を対象とした「ハーバリ
ウム教室」を開催。幅広い年
代の参加があり、大変好評で
した。

大瀬川活性化会議

地区内のごみ集積所周辺にプ
ランターや看板を設置。不法
投棄防止やごみ出しルールの
順守を呼び掛けました。

八日市地区コミュニティ会議

八幡地区全戸を対象とした「地
域づくりアンケート」を実施。
結果を踏まえ、さらに魅力あ
る事業展開を目指します。

八幡まちづくり協議会

リンドウとバラの育成に力を
入れる吉池貞蔵さんの講演会
「私の歩んだ道」を開催しまし
た。

八重畑コミュニティ協議会

新堀地区内の名所旧跡を巡る
「ふるさと探訪ツアー」を初開
催。「新堀の魅力を再認識でき
た」と大変好評でした。

新堀地区コミュニティ会議

ウインタースポーツに慣れ親
しむため「スキー・スノーボー
ド教室」を開催。小学生や保護
者などが交流を深めました。

明日の小山田を考える会

花巻市総合文化財センターの
中村文化財専門官を講師に迎
え文化財巡り事業を実施。大迫
の文化財などを見学しました。

土沢地域づくり会議

生涯学習講座「男の趣味教室」
では、浮田地区に出張してピ
ザ作りを体験。来年は成島地
区でピザ窯を作る予定です。

成島地区コミュニティ会議

「うき田おこし委員会」を設
置。今後の浮田地区や、コミュ
ニティ会議の活動について話
し合い、研修会を行いました。

浮田地区コミュニティ会議

「訪れたくなる景観がある地
域」のつくり方を学ぶため、
秋田県大仙市の旧池田氏庭園
を訪問しました。

東和東部地区コミュニティ会議

伝統芸能の良さを学ぶため、
県指定無形民俗文化財の「倉
沢人形歌舞伎」の鑑賞会を実
施しました。

田瀬地域コミュニティ会議

【問い合わせ】 

△

本館地域づくり課地域支援室（☎24-2111内線446・453）

△

各総合支所地域支援室（大迫☎48-2111内線220、石鳥谷☎45-2111内線204、東和☎42-2111内線303）

＊各地区の詳しい活動内容については、市ホームページで紹介しています
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アイコンの説明： お知らせ、 学び、 催し、 保健、 募集

障
が
い
を
理
由
と
す
る

差
別
の
解
消
に
向
け
て

　
障
が
い
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て

ら
れ
る
こ
と
な
く
、
お
互
い
に
尊
重
し

合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
―
。
こ
の

実
現
を
目
指
し
、
国
で
は
「
障
害
を
理

由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
法
律（
障
害
者
差
別
解
消
法
）」を
定

め
て
い
ま
す
。

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」が
定
め
る
こ
と

① 

不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止

（
行
政
機
関
・
民
間
事
業
者
と
も
に
法

的
義
務
）

　
障
が
い
を
理
由
に
、
正
当
な
理
由
な

く
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否
、
制
限
ま

た
は
条
件
を
付
け
る
行
為
を
禁
止
し
て

い
ま
す
。

例
え
ば
…

◦�

車
い
す
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
理

由
に
入
店
を
拒
否

◦�

障
が
い
を
理
由
に
説
明
会
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
な
ど
へ
の
参
加
を
拒
む

② 

合
理
的
配
慮
の
提
供（
行
政
機
関
は
法

的
義
務
、
民
間
事
業
者
は
努
力
義
務
）

　
障
が
い
の
あ
る
人
の
利
用
を
想
定

し
、
環
境
や
支
援
体
制
を
整
備
。
さ
ら

に
、
要
望
が
あ
っ
た
場
合
、
負
担
に
な

り
す
ぎ
な
い
範
囲
で
対
応
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
ま
す
。

例
え
ば
…

◦�

筆
談
、
手
話
、
点
字
な
ど
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
使
っ
て
説
明
す
る

◦�

車
い
す
を
利
用
し
て
い
る
人
が
段
差

を
越
え
る
と
き
に
手
伝
う

本
市
の
取
り
組
み

　
市
で
は
、
障
が
い
差
別
法
に
基
づ
き

「
花
巻
市
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別

の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
対
応
規
定
」

を
定
め
て
い
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
職
員
の

対
応
が
適
切
に
な
る
よ
う
職
員
研
修
な

ど
を
実
施
。
差
別
の
解
消
や
障
が
い
の

状
況
に
応
じ
た
配
慮
の
提
供
に
努
め
て

い
ま
す
。

※�

市
職
員
か
ら
差
別
的
な
扱
い
を
受
け

た
場
合
は
、
本
館
人
事
課
ま
た
は
新

館
障
が
い
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い

【
問
い
合
わ
せ
】

  

新
館
障
が
い
福
祉
課
（
24
‐

２
１
１
１
内
線
５
１
７
）
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後
０
時
30
分
）

※�

口
腔
が
ん
検
診
は
事
前
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す
〔
申
込
開
始
日
＝
10
月

18
日
㈮
〕

■
入
場
料

　無
料

＊�

映
画
『
笑
顔
の
向
こ
う
に
』（
モ
ナ
コ

国
際
映
画
祭
最
優
秀
賞
）の
概
要

　若
手
歯
科
技
工
士
の
大
地
。
歯
科
技

工
所
を
営
む
父
親
に
手
掛
け
た
義
歯
を

見
せ
る
と「
半
人
前
」と
否
定
さ
れ
、
患

者
か
ら
も
全
く
合
わ
な
い
と
突
き
返
さ

れ
て
し
ま
う
。
落
ち
込
む
大
地
を
幼
な

じ
み
で
新
人
歯
科
衛
生
士
の
真
夏
が
励

ま
そ
う
と
し
ま
す
。

　患
者
が
真
に
求
め
て
い
る
こ
と
は
何

か
、
大
地
が
見
つ
め
た
大
切
な
こ
と
と

は
…
。

　歯
科
医
療
の
現
場
で
、
笑
顔
を
支
え

る
人
た
ち
の
活
躍
を
描
く
映
画
で
す
。

※
主
演
…
高
杉
真
宙（
大
地
役
）

　第
18
回
花
巻
市
歯
科
保
健
大
会

で
は
、「
花
巻
発
『
イ
ー
歯
ト
ー
ブ

８
０
２
０
』
～
健
康
づ
く
り
は
お
口
か

ら
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
歯
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
い
ま
す
。

■�

日
時

　11
月
９
日
㈯
、
午
前
10
時
～

午
後
４
時

■
会
場

　文
化
会
館

■�

内
容

　

▲

各
種
表
彰
（
午
後
１
時
～

２
時
20
分
）
…
80
歳
で
20
本
以
上
の

歯
が
あ
る
人
な
ど
の
歯
科
保
健
優
良

者
、
歯
・
口
の
健
康
に
関
す
る
各
種

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
表
彰▲

映
画
上

映（
午
後
２
時
20
分
～
３
時
50
分
）…

映
画『
笑
顔
の
向
こ
う
に（
＊
）』（
日

本
歯
科
医
師
会
８
０
２
０
運
動
30
周

年
記
念
事
業
）▲

作
品
展
示（
午
前
10

時
～
午
後
４
時
）…
歯
・
口
の
健
康
に

関
す
る
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

を
展
示▲

歯
科
健
診
、
栄
養
相
談
、

石
こ
う
人
形
色
付
け
、
歯
に
良
い
お

や
つ
の
試
食
、
健
康
相
談
、
一
目
で

わ
か
る
食
事
バ
ラ
ン
ス
体
験
な
ど

（
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分
）▲

口

腔
が
ん
検
診
・
相
談（
午
前
10
時
～
午

第
18
回
花
巻
市
歯
科
保
健
大
会

花
巻
発
「
イ
ー
歯
ト
ー
ブ
８
０
２
０
」

【
問
い
合
わ
せ
・
口
腔
が
ん
検
診
の
申
し

込
み
】

健
康
づ
く
り
課（
☎
23
‐
３
１
２
１
）

花いっぱい運動

取り組み事例を紹介します

　市では、道路沿いや公共の場所にある花壇を

花でいっぱいにし、花にあふれたまちづくりを

進めています。

　今年は、348の団体などに配った約23万４千本

の花苗が市内各地に植栽されました。美しく咲

きそろった花壇と、その取り組みを紹介します。

（石鳥谷第 11 区自治公民館）

　「第11区ふれあい花壇」は、八日市振興センターの
南側、県道109号石鳥谷花巻温泉線沿いに設置され
ている花壇です。
　同団体は、子ども会などの団体と連携しながら植
栽・管理。今年はサルビアなど７種類、約1,400本の
花を植栽し、地域の美化活動に取り組みました。
　公民館長の熊谷幸成さんは「道行く人たちの目を
楽しませ、地域の人々の憩いの場となれば」と話し
ています。

（大又自治公民館）

　「おいのくぼ親水公園花壇」は、早池峰ダムの東
側、県道25号紫波江繋線沿いに設置されている花壇
です。
　同団体では、この場所以外にも地域内の各バス停
に花壇を設置。今年は９種類、約3,600本を植栽し、
地域の美化活動に取り組みました。
　公民館長の畠山敏夫さんは「毎年活動を続けてい
られるのも、地域の皆さんのおかげ」と話していま
す。

【問い合わせ】

新館公園緑地課（☎24‐2111内

線258）

おいのくぼ親水公園花壇 第 11 区ふれあい花壇
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いわて花巻空港

ダイヤ改正のお知らせ
【問い合わせ】 本館観光課

（☎24-2111内線290）

　いわて花巻空港の定期便ダイヤが10月27日から変わります。

　いわて花巻空港から札幌線、名古屋線、大阪線、福岡線の直

行便のほか、那覇（大阪線または福岡線から乗り継ぎ）や熊本（名

古屋線または大阪線から乗り継ぎ）への乗り継ぎ便も利用でき

ます。また、毎週水・土曜日に台北と上海への国際定期便が運

航されていますので、ご利用ください。

※いわて花巻空港駐車場（1,150台）は利用無料です

■航空券の予約購入

①日本航空（ＪＡＬ）…☎0570-025-071

②フジドリームエアラインズ（ＦＤＡ）…☎0570-55-0489

③タイガーエア台湾…☎03-6455-0242　

④中国東方航空…☎03-3506-1166

※�①②の電話受け付けは午前７時～午後８時（年中無休）、③は

午前10時～午後５時（月～金曜日）、④は午前９時30分～午後

６時（月～金曜日）

■パスポート取得応援キャンペーン実施中

　県空港利用促進協議会では、いわて花巻空港発着の国際定期

便を往復利用する人を対象に、パスポート取得費用の一部を助

成しています。詳しくは県空港利用促進協議会事務局（☎019-

624-6330）へお問い合わせください。

■定期便ダイヤ（10月27日～令和２年３月28日）

花巻発 札幌着 札幌発 花巻着
9:00 10:00 7:45 8:45
15:00 16:00 13:30 14:30
17:20 18:20 15:30 16:25

△

札幌（新千歳）線（ＪＡＬ）

花巻発 名古屋着 名古屋発 花巻着
8:55 10:20 7:10 8:20
11:55 13:20 10:10 11:20
16:25 17:50 14:40 15:50
18:35 20:00 16:50 18:00

△

名古屋（小牧）線（ＦＤＡ）

花巻発 大阪着 大阪発 花巻着
9:20 10:55 7:05 8:30
12:20 13:50 10:30 11:50
17:00 18:40 15:25 16:50
18:50 20:30 16:40 18:05

△

大阪（伊丹）線（ＪＡＬ）

花巻発 福岡着 福岡発 花巻着
14:10 16:25 11:50 13:40

△

福岡線（ＪＡＬ）

花巻発 台北着 台北発 花巻着

17:25
（水曜日）20:45 11:50 16:10
（土曜日）20:55

△

台北（桃園）線（タイガーエア台湾）〔＊〕

花巻発 上海着 上海発 花巻着

15:10
（水曜日）17:40 10:15 14:10
（土曜日）18:00

△

上海（浦東）線（中国東方航空）〔＊〕

＊水・土曜日の毎週２往復運航。時刻表は現地時間



15 142019（R1）.10.15 広報はなまき　No.318

日常にワインを。憧れを胸にＵターン

佐藤 直人 さん

（大迫町亀ケ森 59歳）

　
「
農
業
は
全
く
の
初
心
者
で
苦

労
の
連
続
で
す
が
、
楽
し
い
で
す

よ
」
。
そ
う
言
っ
て
笑
う
佐
藤
直

人
さ
ん
は
、
大
迫
で
ブ
ド
ウ
を
栽

培
し
て
３
年
目
の
花
巻
フ
ァ
ー

マ
ー
で
す
。

　
花
巻
市
出
身
の
佐
藤
さ
ん
は
静

岡
県
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働
い

て
い
ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
に
転
機

が
訪
れ
た
の
は
ベ
ル
ギ
ー
に
赴
任

し
た
時
の
こ
と
で
す
。「
現
地
で
は

日
常
的
に
ワ
イ
ン
が
楽
し
ま
れ
て

い
て
、
そ
の
文
化
に
魅
了
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
赴
任
し
た
米
国
で

は
余
暇
に
ブ
ド
ウ
畑
や
ワ
イ
ナ

リ
ー
を
巡
り
、
自
分
の
ワ
イ
ン
を

作
り
た
い
と
い
う
思
い
を
強
く
し

ま
し
た
」。佐
藤
さ
ん
は
帰
国
後
、

仕
事
に
一
区
切
り
つ
い
た
タ
イ
ミ

ン
グ
で
畑
を
探
し
始
め
、
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
大
迫
を
訪
れ
ま

す
。
大
迫
で
は
貸
し
出
し
て
い
る

ブ
ド
ウ
畑
が
多
く
初
期
投
資
が
安

く
す
む
こ
と
や
、
移
住
へ
の
支
援

が
厚
い
こ
と
な
ど
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン

を
決
意
。
平
成
27
年
に
脱
サ
ラ
し

１
年
間
、
大
迫
の
ブ
ド
ウ
農
家
で

農
作
業
を
学
び
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
ワ
イ
ン
用
の
ブ
ド

ウ
を
主
に
栽
培
。
平
成
30
年
に
は

栽
培
し
た
ブ
ド
ウ
を
醸
造
委
託

し
、
赤
ワ
イ
ン
と
ロ
ゼ
ワ
イ
ン
を

発
売
し
ま
し
た
。「
ブ
ド
ウ
を
収
穫

で
き
る
こ
と
が
う
れ
し
い
。
い
ず

れ
自
分
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
開
き
、

ワ
イ
ン
で
評
価
さ
れ
た
い
」
と
目

を
輝
か
せ
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の

ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

■
ど
ん
な
相
談
が
あ
る
の
？

〇
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
70
万
円

ほ
ど
の
高
額
な
請
求
が
あ
っ

た
。
調
べ
て
み
た
ら
中
学
生
の

子
が
使
っ
て
い
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
ゲ
ー
ム
で
１
０
０
件

以
上
の
決
済
が
行
わ
れ
て
い
た

〇
小
学
生
の
息
子
が
、
ゲ
ー
ム
で

有
料
の
ア
イ
テ
ム
を
購
入
す
る

た
め
、
親
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
を
無
断
で
使
用
し
て
多
額
の

決
済
を
し
て
い
た
。
息
子
は
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
親
の
財
布

か
ら
知
ら
な
い
間
に
抜
き
取

り
、
決
済
登
録
し
た
後
に
元
に

戻
し
て
い
た
。
請
求
が
来
る
ま

で
無
断
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と

に
気
が
付
か
な
か
っ
た

■
注
意
す
る
こ
と
は
？

〇
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
、
小
型

ゲ
ー
ム
機
な
ど
で
利
用
で
き
ま

す
。
一
度
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

情
報
を
決
済
登
録
す
る
と
、
そ

の
カ
ー
ド
の
上
限
額
ま
で
何
度

で
も
支
払
い
が
で
き
る
た
め
、

高
額
な
請
求
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
子
ど
も
に
は
カ
ー
ド

情
報
を
登
録
し
た
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
安
易
に
預
け
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

〇
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
保
管
状

況
に
よ
っ
て
は
規
約
違
反
を
問

わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う

■
困
っ
た
と
き
は
？

〇
新
館
市
民
生
活
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
☎
24-

２
１
１
１
内
線

４
５
９
）へ

　伝統工芸の背景を理解した上で、工芸に

携わる皆さんと商品を開発してみたいです。

例えば、花巻に自生している草花や果物な

どから自然由来の色を抽出し、この地域な

らではのカラーを使うといった、オリジナ

リティあふれる商品にしたいです。

　さらに伝統工芸の勉強会や子どもたちが

伝統工芸に触れられるイベントの開催など、

地元の人の関心を高められる機会をつくり

たいです。

　伝統工芸を通じて職人の皆さんの思いを

伝えられたらいいなと思います。

名前　今野陽介　

前住所　東京都立川市

着任地域　花巻全域

活 動テーマ　花巻の伝統工芸を活用した

シティプロモーション

地域おこし協力隊が着任しました 　10 月１日に地域おこし協力隊とし

て着任した今野隊員を紹介します。

今年販売したワインに
はかわいらしいクマの
ラベルをデザインしま
した

※�佐藤さんのワインは通販サイト「ポ
ケットマルシェ」で販売しています

（在庫限り）
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地
域
に
に
ぎ
や
か
な
集
い
の
場
を
提
供

ＮＰＯ
法人

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
花
巻

［問い合わせ］

ＮＰＯ法人

ライフデザイン花巻

理事長 佐藤 さよ子さん

（☎27-4407）

_「Ji・Baコミュニティカフェ」の皆さん_「木工
教室」の様子_手作り木工の店「木っこでこせる」
と個展・販売会場「ココ・デ・アエール」の皆さん

　ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
花
巻
は
「
地

域
住
民
が
気
軽
に
集
え
る
、
に
ぎ

や
か
な
場
」
の
創
出
を
目
的
に
活

動
す
る
団
体
で
す
。

　木
工
を
は
じ
め
、
料
理
や
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
、パ
ソ
コ
ン
な
ど
、幅
広

い
分
野
の
教
室
を
開
催
し
て
い
る

ほ
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を

運
営
。
利
用
者
が
楽
し
め
る
場
や

く
つ
ろ
げ
る
場
を
提
供
し
て
い
ま

す
。　「

利
用
者
は
60
歳
以
上
の
人
が

多
い
で
す
が
、
い
つ
ま
で
も
元
気

で
過
ご
せ
る
よ
う
、
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
」
と
理
事
長
の
佐
藤

さ
よ
子
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　さ
ら
に
同
団
体
で
は
、
建
築
廃

材
や
着
物
を
利
用
し
た
製
品
の
創

作
、木
工
作
家
の
作
品
展
示
・
販
売

な
ど
、
各
種
事
業
を
展
開
。
地
元
・

花
巻
温
泉
の
商
店
街
を
活
用
し
、

地
域
の
活
性
化
も
図
っ
て
い
ま

す
。







「お酒にまつわるウソ・ホント」

　秋を迎え行楽や年末年始と、お酒を飲む機会が増
えてきますね。本号ではお酒にまつわる「ウソ・ホン
ト」についてお届けします。

●いろいろな種類のお酒を飲む（ちゃんぽんする）と

悪酔いする⇒ホント

　お酒の味に変化があると、長い時間飽きずに楽し
めます。長く飲んでいれば当然お酒の量が増える
ので悪酔い（ひどく酔っ払い、人に迷惑を掛けた
り、具合が悪くなったりすること）しやすくなり
ます。

●迎え酒は二日酔いを軽くする⇒ウソ

　お酒が抜ける時に作られるアセトアルデヒドとい
う物質が、二日酔いを引き起こします。この時に
迎え酒をすると、アルコールの力でつらい症状が
和らいだように錯覚します。しかし、再びお酒が
抜ける時にアセトアルデヒドが作られるので、結
局は二日酔いが先延ばしされただけなのです。

【問い合わせ】 健康づくり課（☎ 23-3121）

番外編「締めの〇〇が食べたくなるのはどうして？」

　飲み会が終わるころにお腹が空くのは肝臓の働きが

影響しています。普段肝臓はエネルギーを蓄え、体中

に届ける仕事をしています。ところがお酒を飲むと肝

臓はアルコールの分解を最優先で行い、本業である栄

養の貯蔵やエネルギーの供給は一時休業します。つま

りその間、体に十分なエネルギーが届けられず、飲み

会が終わる頃にお腹が空いて「締めの〇〇」が欲しくな

るのです。

　理由はともあれ、夜遅くに食べた分は

しっかり脂肪として蓄えられることをお

忘れなく！
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第 82 回

　
白
亜
の
よ
う
な
泥
岩
が
露
出

し
、
そ
の
景
色
が
ド
ー
バ
ー
海
峡

を
思
わ
せ
た
こ
と
か
ら
賢
治
が
名

付
け
た「
イ
ギ
リ
ス
海
岸
」。
現
在

泥
岩
層
は
渇
水
時
し
か
見
ら
れ
ま

せ
ん
が
、
賢
治
の
命
日
で
あ
る
9

月
21
日
に
は
毎
年
、
発
電
事
業
者

な
ど
の
全
面
協
力
の
下
、
イ
ギ
リ

ス
海
岸
を
出
現
さ
せ
る
試
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
冬
の
渇
水
時
に
で
き

た
霜
柱
が
藻
を
流
し
た
こ
と
や
、

少
雨
で
水
位
が
下
が
っ
て
い
た
こ

と
で
、
白
く
美
し
い
イ
ギ
リ
ス
海

岸
が
出
現
。
市
内
外
か
ら
多
く
の

見
物
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
海
岸
の
そ
ば
で
は
、

「
ド
ー
バ
ー
フ
ァ
ー
ム
市
民
の
会
」

の
皆
さ
ん
が
畑
を
耕
し
て
い
ま

す
。
同
会
は
平
成
13
年
、
北
上
川

の
整
備
を
行
う
際
に
結
成
さ
れ
ま

イ
ギ
リ
ス
海
岸
と
ド
ー
バ
ー

フ
ァ
ー
ム
市
民
の
会

【
問
い
合
わ
せ
】

　
本
館
賢
治
ま
ち
づ
く
り
課

　（
☎
24
‐
２
１
１
１
内
線
３
６
５
）

vol.72

ホットスプリングス市民が来花

し
た
。
農
業
に
心
を
傾
け
た
賢
治

の
姿
を
追
う
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス

海
岸
散
策
路
を
整
備
し
、
花
や
野

菜
を
育
て
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

イ
ギ
リ
ス
海
岸
の
案
内
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
、
訪
れ
た
人

が
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
よ
う
に

工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

■
第
19
回
収
穫
祭

　
芋
の
子
汁
の
振
る
舞
い
と
、
野

菜
の
販
売
会
を
行
い
ま
す
。
芋
の

子
汁
の
サ
ト
イ
モ
は
イ
ギ
リ
ス
海

岸
の
畑
で
収
穫
し
た
も
の
を
使
い

ま
す
。

日
時

　
10
月
27
日

（日）
、
午
前
11
時

会
場

　
イ
ギ
リ
ス
海
岸

 

問 

い
合
わ
せ

　
ド
ー
バ
ー
フ
ァ
ー

ム
市
民
の
会 

佐
々
木
勝
男（
☎

22
‐
２
２
７
０
）

　今年も８人のホットスプリングス市民が、９

月10日から９月15日までの６日間、花巻を訪れ

ました。

　わんこそばの体験や、南部杜氏伝承館、宮沢

賢治童話村などの見学を通じて花巻の魅力に親

しんだ皆さん。むらの家（太田）では、茶道や浴

衣の着付け、盆踊りなど、日本文化を体験しな

がら地域の皆さんと親睦を深めていました。花

巻まつりにも参加し、山車パレードや神
み こ し

輿な

ど、花巻伝統の催しを存分に楽しんでいました。

　11回目の訪問となるホットスプリングス市姉

妹都市プログラムエグゼクティブディレクター

のメアリー・ズーニックさんは「花巻に来るとい

つも歓迎されていると感じます。そのように思

わせてくれる花巻の皆さんに深く感謝していま

す。私は毎年花巻に来ています。花巻の皆さん

はその度に新たな経験と感動を与えてくれます

が、初めて花巻を訪問するホットスプリングス

市民も必ず、花巻の皆さんの温かさとおもてな

しに素晴らしさを感じ、感嘆の声を上げます。

この反応を見ることは私が花巻に来る大事な目

的であり、また、この訪問の有意義さを最も強

く感じる瞬間でもあります。　毎回、このツアー

の参加者は日本の歴史や文化、美しさに感動し

ますが、一番の感動した思い出を尋ねると間違

いなく『花巻の人々』と答えます」と喜びの声を

寄せてくれました。

上��

今
年
出
現
し
た
イ
ギ

リ
ス
海
岸

左�

収
穫
を
待
つ
野
菜

❶花巻まつりで山車パレードに参加する皆さん�❷むらの

家では盆踊りで交流�❸わんこそばを体験

  ❶

　　　　　　　　　　  ❷　❸
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情報 information

2019（R1）.10.15

■第13回「雨ニモマケズ」朗読

　全国大会出場者募集

　「雨ニモマケズ」を朗読や群読す

る個人・団体を募集します。

【開催日時】 令和２年２月１日

（土）、午後１時

【会場】 文化会館

【定員】 15組（先着順）

【参加料】 1,000円（団体は２人目

以降500円）、小学生以下500円

【申込期限】 令和２年１月10日（金）

【問い合わせ・申し込み】 同大会実

行委員会事務局 菊池洋子（☎090-

6454-3210）

■こたままつり

【日時】 11月２日（土）、午前９時～

午後２時10分

【会場】 県立花巻清風支援学校

【内容】 舞台発表、作品展示、作

業製品販売、バザーなど

【入場料】 無料

【問い合わせ】 県立花巻清風支援

学校 高等部（☎28-2492）

■県立総合教育センター

　県立生涯学習推進センター

　合同一般公開

　楽しく学べる科学実験や工作教

室などを行います。

【日時】 11月２日（土）、午前９時30

分～午後３時30分

【会場】 県立総合教育センター、

県立生涯学習推進センター

※入場無料。申し込み不要です

【問い合わせ】 県立総合教育セン

ター（☎27-2254）

■イーハトーブ2019

　ハロウィンフェスタ

【日時】 10月26日（土）、午前10時～

午後３時30分

【会場】 イトーヨーカドー花巻店

駐車場特設会場

※荒天の場合はイトーヨーカドー

花巻店内

【内容】 仮装パレード（全２回、各回

先着100人）、巨大迷路やお化け屋敷

のエア遊具（入場料500円）、３Ｄシ

アター（500円）、大芋煮大会（先着100

組）、「地元のうまいもん」出店など

【入場料】 無料

【問い合わせ】 花巻青年会議所（☎
24-2025）

■花巻市博物館収蔵資料展

　「どうぶつ集合！！」

　動物をモチーフにした花巻ゆか

りの美術品・工芸品を通して、人

と動物との関わりや歴史を紹介し

ます。

【会期】 11月17日（日）まで

【時間】 午前８時30分～午後４時

30分

【会場】 花巻市博物館

【問い合わせ】 花巻市博物館（☎
32-1030）

■花巻新渡戸記念館特別展

　「郷土の偉人 佐藤昌介」

　新渡戸稲造を陰に陽に支えた「北

大の父」佐藤昌介を紹介します。

【会期】 11月23日（土・祝）まで

【時間】 午前８時30分～午後４時

30分

【会場】 花巻新渡戸記念館

【問い合わせ】 花巻新渡戸記念館

（☎31-2120）

■ポリテクセンター岩手（公共職

　業訓練）受講生

【受講料】 無料

【申込期限】 10月28日（月）

【入所選考】 11月７日（木）

※申し込み方法など詳しくは下記へ

【問い合わせ】 ポリテクセンター

岩手（☎23-5712）

訓練期間 募集科 定員

12月３日（火）～
令和２年５月
29日（金）

ビル管理技術科 15人

12月６日（金）～
令和２年６月
30日（火）

機械加工エンジ
ニア科

10人

■市営住宅入居者

※特定公共賃貸住宅は一般の市営

住宅と所得基準が異なります

【締め切り日】 10月25日（金）

【入居の決定】 抽選により決定

※上記のほか市営住宅12戸、定住

促進住宅（新堀）３戸を随時募集し

ています。詳しくはお問い合わせ

ください

【問い合わせ・申し込み】 花巻市営

住宅管理センター（☎21-3100）

団地名 戸数 間取り 入居対象

本館 １戸 １ＬＤＫ 一般

高木南 １戸 ３ＬＤＫ 一般

旭町 １戸 ２ＬＤＫ 一般・単身

赤坂住宅
（特定公共
賃貸住宅）

１戸 ３ＬＤＫ 一般・単身

■農業科学博物館企画展

　「なつかしい昭和初期の食と道具」

　昭和初期の食の風景と、使われ

ていた食の道具を紹介します。

【会期】 令和２月１日31日（金）まで

【時間】 午前９時～午後４時30分

【会場】 農業科学博物館（北上市飯

豊3-110）

【問い合わせ】 農業科学博物館（☎
0197-68-3975）

■家事家計講習会

　「家計簿 付けて工夫して守る楽

　しさ 予算生活」

【日時】 10月26日（土）、午前10時30

分～正午

【会場】 花北振興センター

【内容】 予算のある家計簿のお

話、プチ・ヨガタイムなど

【参加料】 350円（資料代など）

【問い合わせ】 北上友の会 狩野桂

子（☎31-2029）

クマを見掛けたら　本庁（☎24-2111）または各総合支所（■大☎48-
2111、■石☎45-2111、■大☎42-2111）に電話の上「クマを見た」とお伝え
ください。担当課へつなぎます。けがや救急の場合は☎119番へ。
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■石鳥谷アイスアリーナ

　今季オープン

　みんなと一緒にスケートを楽し

みませんか。11月３日（日・祝）は入場

無料です。

【期間】 11月１日（金）～令和２年３

月31日（火）

【開館時間】 

▲

平日…午後１時～

６時

▲

土・日曜日、祝日…午前10

時～午後６時

【料金】 一般600円、高校生400円、

中学生以下300円

※小中学生と市内に在住または通

学している高校生、富士大学生は、

まなびキャンパスカードや学生証

の提示で土・日曜日および冬休み期

間の利用が200円減額になります

【貸靴料金】 300円

【休館日】 毎週月曜日（祝日の場合

は翌日。ただし、12月30日、令和

２年１月６日・13日は開館）、12月

31日、令和２年１月１日

【問い合わせ】 石鳥谷アイスア

リーナ（☎45-6661）

■緊急地震速報の配信訓練

　緊急地震速報（予想震度５弱）が

発表されたという想定で、エフエ

ムワン、大迫地域防災行政無線、

東和地域有線放送から緊急地震速

報を配信します。

※テレビ放送や携帯電話の緊急速

報メールには配信されません

【日時】 11月５日（火）、午前10時

【問い合わせ】 ●本防災危機管理課

（☎内線477）

■市政懇談会・市長との対話

①市政懇談会

【時間】 午後６時～１時間30分程

度

【問い合わせ】 ●本地域づくり課（☎
内線420）

②市長との対話

【対話の時間】 

▲

本庁…午後１時

～３時（受け付けは午後０時45分

～１時30分）

▲

各総合支所…午前

９時30分～11時（受け付けは午前

９時15分～10時）

※事前の申し込みは不要。当日受

付で住所・氏名などを記入いただ

きます

【問い合わせ】 ●本地域づくり課（☎
内線420）、■支地域づくり係（■大☎
内線214、■石☎内線207、■東内線

311）

期日 地区 会場

10月31日（木） 湯本 湯本振興センター

11月７日（木） 太田 太田振興センター

期日 会場

11月５日（火） 大迫総合支所

11月８日（金） 石鳥谷総合支所

11月19日（火） 東和総合支所

11月25日（月） 市役所本庁本館

■まきまき花巻スタンプラリー

　2019

　花巻の魅力発信ウェブサイト

「まきまき花巻」で紹介したスポッ

トを巡るスタンプラリーを開催し

ます。

【期日】 11月２日（土）～４日（月・振休）

【時間】 午前10時～午後４時

【会場】 大通り、末広町、鍛治町、

吹張町、花城町、上町

※協力店舗14カ所・特別設置２カ

所

【参加料】 無料

【申込期限】 10月25日（金）

※申し込み方法など詳しくは、市

ホームページをご覧いただくか、

下記へお問い合わせください

【問い合わせ】 ●本定住推進課（☎内

線214）

日曜当番整骨院の変更　「広報はなまき10月１日号」でお知らせした10月20日
（日）の日曜当番整骨院が「佐々木整骨院」（東和町安俵）に変更になりました。

■本当に美
お

味
い

しい・

　自家製本格韓国キムチ作り教室

【日時】 12月21日（土）、午後２時～

４時（午後１時45分受け付け開始）

【会場】 体験工房「森のくに」

【内容】 調理実習と軽食（講師はヤ

スダ屋の安田花織さん）

【定員】 18人（先着順）

【参加料】 3,000円

【持ち物】 エプロン、三角巾、手

拭きタオル、上履き、筆記用具

【申込開始日時】 10月18日（金）、午

前９時

【問い合わせ・申し込み】 体験工房

「森のくに」（☎48-3009）

■空間放射線量測定結果

【測定結果〔９月20日（金）～10月４日（金）

分〕（単位：マイクロシーベルト／時）】

①市役所新館前…0.04～0.05

②田瀬振興センター…0.06～0.08

※国や県の示す指標を大幅に下

回っています

【問い合わせ】 ●本防災危機管理課

（☎内線476）

■庭木の手入れ講習（初心者向け）

【対象】 市内在住の人

【期日】 10月23日（水）・24日（木）

【時間】 午前８時30分～正午

【会場】 花巻市シルバーワークプ

ラザ（南万丁目970-3）ほか

【定員】 10人程度（先着順）

【参加料】 無料

【持ち物】 剪
せん

定
てい

バサミ、小型ノコ

ギリ（20～26㌢）

【申込開始日】 10月18日（金）

【問い合わせ・申し込み】 花巻市シ

ルバー人材センター（☎24-0556）

■無料相談をご利用ください

相談名 実施日 時間 会場 申込開始日

弁護士法律相談 11月６日（水）10:00～15:00 市民生活総合相談セン
ター（本庁新館２階）

11月５日（火）

司法書士法律相談 11月13日（水）13:30～15:30 11月６日（水）

 上記相談には定員があります（先着順）。申し込みは、申込開始日の午

前９時から電話で同相談センターへ

書類作成にかかる相談は受け付けておりません

【問い合わせ・申し込み】 ●新市民生活総合相談センター（☎内線459）

　10月３日（木）、正午までに

　校正をお願いします。

　広報係　塚澤（内線440）
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■萬鉄五郎記念美術館美術講座

　「サンクトペテルブルクとエル

　ミタージュ美術館」

【対象】�高校生以上

【日時】�10月26日（土）、午後１時30

分～３時

【会場】�東和図書館

【講師】�画家の宮本義満さん

※受講無料。申し込み不要です

【問い合わせ】�萬鉄五郎記念美術

館（☎42-4402）

■岩手大学教育学部出前講座

　「気になる？入門講座アラカルト」

【対象】�市内に在住または在勤し

ている人

【時間】�午後１時30分～３時30分

【会場】�まなび学園

【定員】�各回50人（先着順）

【受講料】�無料

【申込開始日】�10月15日（火）

【問い合わせ・申し込み】�●本生涯学

習課（☎内線401）

期日 内容 講師

11月21日
（木）

地域の歴史って
何？近現代史の
なかの岩手

（社会）
今野日出晴
教授

12月３日
（火）

ホヤの目はどこ
にある？三陸の
名産ホヤのお話

（理科）
梶原昌五
准教授

12月17日
（火）

インターネットっ
てどれだけ危険？
最新の情報セキュ
リティ技術

（技術）
吉田等明
教授

令和２年
１月17日

（金）

翻訳とはひと味
違う？原文で味
わう英文学

（英語）
境野直樹
教授

令和２年
１月30日

（木）

「学習」するって
何？知識の力を
実感しよう

（学校）
岩木信喜
准教授

■家庭教育支援講座

　「まごまごしない“孫”育て」

【対象】�市内に在住または在勤し

ている人で、孫がいる人

【時間】�午前10時～11時30分

【会場】�まなび学園

【定員】�各回15人（抽選）

【受講料】�

▲

第１・２回…無料

▲

第

３回…500円（材料代）

【申込期限】�10月31日（木）

※託児を希望する場合は申込時に

お伝えください

【問い合わせ・申し込み】�●本生涯学

習課（☎内線419）

回 期日 内容

１
11月13日

（水）

「お孫さんとの上手な関わ
り方」…感情の上手なコン
トロールの仕方

２
11月20日

（水）

「笑顔が広がる絵本選び」
…年齢に合ったお薦めの本
と読み聞かせのヒント

３
11月27日

（水）

「簡単・激うまおやつ教室」
…季節の食材を使った簡
単でおいしいおやつ

■ノルディックウオーキング教室

　紅葉を楽しみながらノルディッ

クウオーキングの基本を学びます。

【日時】�11月３日（日・祝）

【会場】�花巻広域公園

【定員】�30人（先着順）

【参加料】�100円

※中学生以下は無料

【問い合わせ・申し込み】�花巻広域

公園（☎27-3586）

■一定面積以上の土地取引は

　届け出が必要です

　一定面積以上の土地取引は「国

土利用計画法」に基づく届け出が

必要です。契約日を含めて２週間

以内に届け出をしてください。

【届け出が必要な面積】�

▲

都市計

画区域内…5,000平方㍍以上

▲

都

市計画区域外…10,000平方㍍以上

【届け出先】�土地の所在する市町

村

【問い合わせ】�●新都市政策課（☎内

線563）

■企業力アップを目指す

　ワーク・ライフ・バランスセミナー

【対象】�市内の事業者

【日時】�11月１日（金）、午後６時30

分～８時

【会場】�なはんプラザ

【内容】�講演「ママ職～新時代の女

性の働き方～」（講師は株式会社

Capybaraの山﨑恵さん）・「ワーク・

ライフ・バランスの基礎」（講師は

岩手労働局雇用環境・均等室の山

村千華さん）

【受講料】�無料

【申し込み方法】�電話、ファクス、

メールのいずれかで下記へ

※無料託児（対象は１歳以上の未

就学児）を希望する場合は10月24

日（木）までに申し込みください

【問い合わせ・申し込み】�●本地域

づくり課（☎内線420思22-6995

死kyodo-danjo@city.hanamaki.

iwate.jp）

■2020年版「県民手帳」「能率手帳」

　の販売

【販売価格】�

▲

県民手帳…700円（税

込み）

▲

能率手帳…800円（税込み）

【販売期間】�令和２年１月22日（水）

まで

※土・日曜日、祝日、12月29日～令

和２年１月３日を除く

【問い合わせ・取り扱い】�市統計調

査員協議会事務局（●本総務課内☎
内線442）、■支地域づくり係（■大☎
内線222、■石☎内線208、■東☎内線

313）

※市内の書店でも販売しています

■点訳ボランティア養成講座

　点訳を学びながら、視覚障がい

者の情報環境について理解を深め

ます。

【期日】�11月14日～令和２年１月

23日の毎週木曜日（12月26日・令和

２年１月２日を除く）、全９回

※７～９回はパソコンを使用しま

すのでお持ちください。パソコンを

持っていない人には貸し出します

【時間】�午前10時～正午

【会場】�花巻市総合福祉センター

【定員】�10人（先着順）

【受講料】�無料

【問い合わせ・申し込み】�花巻市社

会福祉協議会（☎24-7222）

消防団地区説明会開催日の変更　「広報はなまき９月１日号」でお知らせした「花
巻市消防団組織等再編計画（案）地区説明会」について、宮野目地区（第５分団）の
開催日を10月31日（木）に変更します。【問い合わせ】�消防本部総務課（☎22-6122）
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花巻市

『大
だいちうるわし

地麗』の書

光太郎が太田村役場の
落成記念に贈った書

　

彫
刻
家
で
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
高
村
光

太
郎
。
昭
和
20
年
の
空
襲
で
東
京
の
ア
ト
リ

エ
を
焼
失
し
、
同
年
５
月
に
親
交
の
あ
っ
た

宮
沢
賢
治
の
実
家
を
頼
っ
て
花
巻
に
疎
開
し

ま
し
た
。
８
月
10
日
の
花
巻
空
襲
で
再
び
焼

き
出
さ
れ
た
光
太
郎
は
、
終
戦
後
に
稗
貫
郡

太
田
村
の
山
口
集
落
に
移
住
。
粗
末
で
小
さ

な
小
屋（
高
村
山
荘
）で
独
居
自
炊
の
生
活
に

入
り
ま
し
た
。

　

昭
和
25
年
11
月
に
改
築
し
た
太
田
村
役
場

の
落
成
記
念
と
し
て
、
光
太
郎
は
書『
大
地

麗
』を
揮き

ご
う毫

し
ま
し
た
。
村
人
が
用
意
し
た

大
き
な
毛
筆
を
使
っ
て
上
質
な
和
紙
に
堂
々

と
揮
毫
さ
れ
た
こ
の
書
は
、
表
装
さ
れ
村
役

場
会
議
室
の
正
面
に
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
落

成
式
に
招
か
れ
た
光
太
郎
の
様
子
を
、
当
時

の
村
長
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。「
落

成
式
の
当
日
、
地
元
有
志
多
数
参
集
の
中

へ
、
小
屋（
高
村
山
荘
）か
ら
は
五
キ
ロ
も
あ

る
役
場
で
す
が
、
喜
ん
で
列
席
、
村
人
の
た

め
素
晴
ら
し
い
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
会
衆

は
稗
貫
郡
全
部
か
ら
集
ま
っ
て
三
百
人
位
あ

り
、
非
常
な
盛
会
で
、
先
生
も
愉
快
だ
っ
た

と
見
え
て
、
ほ
ろ
ほ
ろ
と
酔
い
、
来
賓
が
バ

ス
で
立
っ
た
あ
と
、
暮
色
せ
ま
る
中
を
酔
歩

悠
々
小
屋
へ
の
道
を
辿た

ど

ら
れ
ま
し
た
。」

　

太
田
村
は
昭
和
29
年
に
花
巻
市
へ
統
合
さ

れ
、
旧
村
役
場
へ
掲
げ
ら
れ
て
い
た
書
額
は

高
村
記
念
館
に
平
成
24
年
ま
で
展
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
高
村
光
太
郎
記
念
館
で
開
催
中

の
企
画
展『
高
村
光
太
郎 

書
の
世
界
』（
11
月

25
日
ま
で
）で
は
、
７
年
ぶ
り
に『
大
地
麗
』

の
現
物
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

■人　　口＝95,466人（男45,535人、女49,931人）

■世 帯 数＝37,760世帯

○前年同期

　人　　口＝96,260人（男45,806人、女50,454人）

　世�帯�数＝37,350世帯

※人口・世帯数について詳しくは、本館市民登録課

　（☎24-2111内線408）へ

９月�（本年累計・前年同期累計比）

■交通事故＝人身事故／ 15件（　125件・ ＋2件）

　　　　　　死　　者／　1人（　　2人・ －3人）

　　　　　　負 傷 者／ 20人（　151人・ ±0人）

■火　　災＝火災件数／　3件（　 49件・＋14件）

　　　　　　焼 死 者／　0人（　　3人・ －1人）

■救急活動＝出動件数／322件（2,936件・－138件）

　　　　　　搬送人員／283人（2,633人・－135人）
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11 月 1 日発行予定

上 

『
大
地
麗
』の
書

左  （
左
か
ら
）太
田
村
長
、
高

村
光
太
郎
、
太
田
村
議
長


